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オーラルセッション ― 報告概要

スキルシェアの位置付けと 
持続的幸福度の関係性

― 副業と趣味の比較検討 ―
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I.	 研究の背景と目的

本研究は，個人が持ち合わせる知識や経験を，社会で
活用することを目指すものであるが，その実現は容易では
ない。ユーザーイノベーションの研究（e.g. von Hippel, 
2005）では，個人に粘着するアイデアをどのように引き出す
かについて，長年議論されており，ユーザーイノベーターの
コミュニティへの参加などが有効な手段であるとされてき
た。Aoki（2021）はスキルシェアに，その解決策を見出した。
シェアリングエコノミーの発展に伴い，個人のアイデア発信
や，収益化が容易になった。個人知の結集とも言えるユー
ザーイノベーションについても同様であるというのが，その主
張である。

さらに，Aoki（2021; 2022）はスキルシェア参 画 者が
報酬を得るのみならず，ウェルビーイングを向上させて
いることを，ポジティブ心理学における持続的幸福度の
概 念（ 構 成 要 素：Positive emotion，Engagement，
Relationship，Meaning，Accomplishment 以 降，
PERMA）（Seligman, 2011）を用いて，定量的（Aoki, 
2021）・定性的（Aoki, 2022）に示した。果たしてこれが，
収入目的である場合も有効であるのか，というのが本稿で
追究する問いである。

II.	 調査概要

本調査では，18-65 歳の男女を対象に，スキルシェア参画

者（n=1031; 副業者 419 名，非副業者 612 名）と非参画
者（n=983）を抽出し，以下のデータ分析を行った。

①	 スキルシェア参画者と非参画者の持続的幸福度の
比較

②	 （スキルシェア参画者内で）副業者と非副業者の持
続的幸福度・スキルシェア参画へのモチベーション
の比較

III.	調査結果

まず，スキルシェア参画者と非参画者のPERMAの水
準を比較したところ，PERMAの5 つの要素全てにおい
て，スキルシェア参画者が0.1% 水準で有意に高い水準を
示した。この結果は，重回帰分析を実施して，コントロール
変数の影響を除いた場合にも，スキルシェアへの参画が
PERMAの各要素に与える影響は，0.1% 水準で有意であ
ることが示された。

次に副業者と非副業者のPERMAの水準を比較したと
ころ，PERMAの項目全てにおいて有意差は確認されな
かった。また，スキルシェア参画への動機づけについては，
10 項目中，「他者貢献」（p<0.05）と「報酬」（p<0.001）に
ついて，副業者が非副業者より有意に高いことが示された。

最後に，どのような動機づけによるスキルシェアへの参画
が，持続的幸福度に影響を与えるのかを確認するために，
PERMAの各要素を従属変数，スキルシェア参画への動機
づけとコントロール変数を独立変数として重回帰分析を実
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施したところ，「他者貢献」がPERMAの全ての要素に，「楽
しい」が5 項目中4 項目に，有意に影響していることが示さ
れた。

IV.	結論とインプリケーション

以上の調査結果から，収入目的であろうと，趣味や楽しみ
であろうと，自身の知識や経験を活用して，誰かの役に立つ
ことにより，人はウェルビーイングを向上させることができるも
のと結論づける。調査を通じて，スキルシェア参画者は自身
が楽しみながら他者に貢献することで，持続的幸福度を向
上させていることが示された。つまり，スキルシェアが報酬を
得ながら他の人に貢献することのできる副業になり得ること
が示唆された。

国内では政策的に副業解禁が進められる一方で，大企
業ほど慎重であるという。自社の業務への支障や，ノウハウ
や信用の流出など，様々な懸念があるとされるが，従業員の
ウェルビーイング向上に寄与しうるという点に目を向けると，
個人知を開放することは企業にとっても有要ではないか。
本研究が，個人にとどまる知を社会に引き出して，知の源泉
の多様性を実現する一助となることを願って，本稿の結びと
する。
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